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例会場／岡山市北区駅元町1-5 ホテルグランヴィア岡山
例会日／毎火曜日　12:30～13:30

理 事 ・ 役 員
2026．７～2027.６

週報
2026-2027年度国際ロータリーのテーマ

2026-2027年度国際ロータリー第2690地区メッセージ
気軽にロータリーを楽しもう

2026-2027年度岡山北ロータリークラブのスローガン
温故知新

会員増強・退会防止（理事）� 髙　橋　茂　樹
広報（理事）� 中　山　賢太郎
奉仕プロジェクト（理事）� 關　　　和　敏
ロータリー財団（理事）� 渡　辺　　　玲
クラブ３年計画� 橋　田　歳　行
親睦活動� 平　野　彰　一
プログラム� 永　山　雅　己
直前会長（理事）� 高　畠　　　浩
次期会長� 橋　田　歳　行

会　長� 上野山　　　剛
副会長� 馬　場　幸　三
幹　事� 磯　島　慈　海
副幹事� 難　波　佳　那
会　計� 杉　本　康　成
S.A.A.� 堀　川　洋　子
副S.A.A.� 磯　島　理　恵

次回10月６日のプログラム

本日のメニュー：夜間例会特別メニュー
次回のメニュー：和食

スケジュール

No.2688　2026．９．25．　　第 10 例会

９月　基本的教育と識字率向上月間・ロータリーの友月間
29日㈫　例会変更⇒25日

10月　経済と地域社会の発展月間・米山月間
６日㈫　12：30～例会
　　　　　　　　第4回理事役員会
13日㈫　例会取消し（定款第7条第1節）
20日㈫　12：30～例会
24日㈯～25日㈰　地区大会（倉敷アイビースクエア）
27日㈫　12：30～例会　クラブフォーラム（R財団）

11月　ロータリー財団月間
３日㈫　例会取消し（定款第7条第1節）
10日㈫　12：30～100％出席例会
　　　　　　　　第5回理事役員会
17日㈫　会場移動夜間例会
21日㈯　総社RC創立55周年記念式典
24日㈫　例会取消し（定款第7条第1節）
29日㈰　岡山南RC創立70周年記念式典

「観月夜間例会（夫人同伴）」
　 

ゲスト
　国際ロータリー第2690地区
� 地区ガバナー　金　谷　晋　爾 様

　国際ロータリー第2690地区
� 地区ガバナー随行者　髙　島　義　樹 様

出席の状況
　会 員 数　53名（出席免除者0名）
　　　　　　出席者数　32名
　　　　　　欠席者数　21名
　出 席 率　60.38％

前回９月15日の例会記録

「受け継ぐ力、変えていく力
　　― 落語に学ぶ、伝統と革新のマネジメント ―」
� 　春風亭昇吉 様



会長挨拶

　本日は、国際ロータリー第2690地区 ガバナーの金谷晋爾様をお迎えしての「ガ
バナー公式訪問例会」です。今年度の地区方針など直接、メッセージを聞くこと
ができる貴重なお時間となります。金谷ガバナーの思いを拝聴し、当クラブのこ
れからの活動への大きな励みとさせていただきたいと考えております。
　また、先週末の9月12日・13日には、当クラブ主催の「ミニバスケットボール大
会」が無事に開催されました。休日の貴重なお時間の中、準備から当日の運営、
そして会場での温かいご声援まで、ご参加・ご協力いただきました会員の皆様に、

心より厚く御礼申し上げます。 一生懸命にボールを追いかける子どもたちの姿から、私たちもたくさ
んの感動と元気をもらいました。地域社会や次世代の育成につながる素晴らしい奉仕活動となりまし
たことを、皆様とともに喜びたいと存じます。
　さて、本日9月15日は「ひじきの日」であり、かつては長年にわたり「敬老の日」として親しまれ
た日でもあります。「ひじきを食べると長生きする」と言われることにちなみ制定されたそうですが、
地域や伝統を長年支えてこられた大先輩方を敬い、感謝する思いは、歴史あるロータリーの精神にも
通じるものがございます。
　本日、この特別な例会が、当クラブの歴史に新たな素晴らしい一頁を加える一日となりますよう、
皆様のご協力をよろしくお願い申し上げます。

１．9月のロータリーレートは1＄＝160円です。
２．例会終了後にクラブフォーラムがございますので、参加の皆様はよろしくお願いいたしま

す。
３．9月12日・13日（土・日）に開催された第21回岡山北RC旗ミニバスケットボール大会にご

参加いただいた皆様はお疲れさまでした。
４．次週9月22日（火）は祝日のため例会取消しとなっております。
５．9月29日（火）の例会は、例会変更のため、9月25日（金）に「観月夜間例会」としてティ

アラザガーデンで開催いたします。出席の皆様におかれましては、日時・会場にお間違え
のないようお願いいたします。

６．10月の例会につきまして出欠確認表を回覧いたします。お手数をおかけいたしますがご回
答くださいますようお願いいたします。

７．2027年バルセロナ国際大会の案内を回覧いたします。
８．他クラブ月報・週報、ハイライトよねやまVol. 318を回覧しております。

幹事報告

上野山君：国際ロータリー第2690地区 地区ガバナー 金谷晋爾様、地区ガバナー随行者 髙島義
樹様、本日はよろしくお願いします。

角南君：金谷ガバナー、髙島随行者のご来訪に感謝いたします。
磯島（慈）君：金谷ガバナー、髙島地区副代表幹事、ようこそお越し下さいました。
馬場君：金谷ガバナーのご来訪に感謝いたします。
　　　　滝沢青少年奉仕委員長、ミニバスケ大会お疲れ様でした。子どもたちの試合を真剣に

観られて良い経験になりました。
廣野君：金谷ガバナー様のご来訪、楽しみにしておりました。
伊藤君：金谷晋爾ガバナー、髙島義樹随行者の公式訪問感謝致します。
平野君：本日は、ガバナー公式訪問ではお世話になります。
　　　　また、新会員フォーラムでは多くの話、楽しく聞かせて頂きました。
堀川君：金谷ガバナーのご来訪に感謝いたします。ありがとうございます。

Ｓ．Ａ．Ａ．

幹事報告

出席報告

スマイル報告



国際ロータリー第2690地区
� 　　地区ガバナー　金谷　晋爾 様

　今回のガバナー公式訪問例会は、B日程の18
時半からの開催となり、また、例会後にクラブ
協議会が開催されました。
　ラップ調の映像でのRIオラインカ会長の紹
介に始まり、スライドでRIや地区の活動につ
いてのお話をいただきました。
　クラブ協議会では、オープン例会などでの声

掛けにより拡大を進め、また、他クラブへの訪問による交流や奉仕
活動についてのアドバイスをいただき、皆さんの力でクラブ優秀賞
の達成を目指して欲しいとのメッセージをいただきました。

ガバナー公式訪問例会

謝辞

2026 -27年度

公式訪問

本日の内容

2026 -27年度国際ロータリー会長メッセージ

地区目標･･･

地区大会について

衛星クラブについて

2026 -27年度国際ロータリー会長

オラインカ・ハキーム・ババロラ

トランス・アマディ・ロータリークラブ

ナイジェリア・リバーズ州

写真提供：

2026 -27年度国際ロータリー会長メッセージ

持続可能な

インパクトを

生み出そう

はじめに

私たちは「世界を変える」ことをよく話題にします。

しかし、私はこう問います。

「 自分自身の中に、持続可能な変化を

どう生み出しているのだろうか」

私たちのビジョンは内なる変化から始まる

ロータリーのビジョン声明を改めて考えます。

「私たちは、世界で、地域社会で、そし

て自分自身の中で、持続可能な良い変化

を生むために、人びとが手を取り合って

行動する社会を目指しています。」



私たちの課題と目標
課題：一部のクラブは、世界をオープンに受け入れるどころか、今も
閉ざされたままです。これでは入会する見込みのある人びとを入会前
に失ってしまいます

2030 年までに
ロータリアン

125万人

ローターアクター

12万5千人

オープンな文化

⚫ 例会やプロジェクトでの態度ひ

とつで、誰かのロータリー物語が

始まるか終わるかが決まる

⚫数字以上に大切なのは

「受け入れる姿勢」

「成果」から「インパクト」へ

「変化」と「インパクト」は同じではありません。変化は始まりに過ぎま

せん。インパクトこそが永続するのです。

成 果

インパクト（ Impact)

例：乳児・妊産婦死亡率の低下

短絡的な結果

インパクト

例：子どもたちが母親の愛情と
導きのもとで育つこと

持続するレガシー
世代を超える影響

インパクトの実践例：
保健（ナイジェリア）

「健康な家族のための協力」
プログラム

妊婦が健診に通うシステムを整え、地域社
会からの協力を獲得

成 果
乳児・妊産婦死亡率の

急激な低下

インパクト
今日だけでなく、世代を超えて
ずっと、子どもたちが母親の愛情

と導きのもとで育つこと

画像提供：

あなたの行動喚起

あなた自身の中の変化を生み出す
好奇心を持ち、問いかける

より多くの人を迎え入れる
2030年の会員増強目標を達成する

過去の最高の自分を超える
クラブの最高記録を更新する

永続するインパクトを重視する
「成果」の先を見据える

2026 -27年度地区目標

クラブ優秀賞の達成

会員増強と退会防止

公共イメージの向上

◆各クラブ純増最低 1名

◆会員が「自分の居場所」と感じられる環境の構築

◆交流の推進：例会の相互訪問や IM ・地区大会への積極的な参加

行動・インパクト・
そして未来へ

2026 -27年度地区目標

地区ガバナー特別賞への応募

ロータリー財団への支援

◆「ポリオ根絶に向けて」の奉仕活動の実施

◆新クラブ・ 衛星クラブ ・ RAC・ IACの設立

◆年次基金への寄付 150米ドル /人

◆ポリオプラスへの寄付    30米ドル /人

◆ポール・ハリス・ソサエティ加入促進

◆ポリオ・プラス・ソサエティ加入促進

行動・インパクト・
そして未来へ

2026 -27年度地区目標

米山記念奨学会への支援

2027 年国際大会への参加

◆普通寄付 5,000 円/人 特別寄付 10,000 円/人

◆バルセロナ 各グループ 10名以上

行動・インパクト・
そして未来へ

衛星クラブとは？
既存のRCが支援する小規模グループ

会員と入会候補者が新しいクラブ体験をつくる場

■ 少人数（ 8人）で設立可能  会員数の上限はない

■ スポンサーとなる RCに付随して設立され、管理主体はスポンサークラブ

■ 将来的には独立クラブになる場合もあれば、衛星クラブのまま活動を続ける

場合もある。

■ スポンサークラブの会員数は２０名未満でも衛星クラブを設立できる

衛星クラブの運営 (1)

■ 例会や奉仕活動を行い、独自のリーダー（議長・副議長・幹事・会計）を選出

■ 会員が増えた場合（衛星クラブ 15名以上）、独立クラブになるか、

衛星クラブのまま活動を続けるか選択できる

■ 衛星クラブは独自に細則を定めることができ、例会の時間と場所も

 衛星クラブが決定する

■ 衛星クラブの会員も「ロータリアン」 衛星クラブは「格下」ではない



地区指導者育成セミナー

■ 日 程

RI会長代理歓迎晩餐会

10月25日（日）

本  会  議 倉敷市民会館

大懇親会 倉敷アイビースクエア

10月24日（土） 倉敷アイビースクエア

■ 記念講演
（公財）大原芸術財団   大原あかね 氏

「大原孫三郎と社会貢献

きっかけ  実践 そして未来」

2026 -27年度
地区大会について

衛星クラブの運営（ 2）

■ 衛星クラブ会員は RI人頭分担金や地区が定めた負担金を支払う

■ 衛星クラブの会員は、スポンサークラブの会員

■ スポンサークラブは、衛星クラブ会員に異なる会費を設定することができる

■ スポンサークラブを変更することはできず、変更する場合は  
 新たに衛星クラブを設立する必要がある

■ スポンサークラブが終結した場合、衛星クラブも同様に終結する

（ 2026 -27年度（年間） RI人頭分担金 85.5 ドル  地区資金および地区特別会計  合計25,900 円）



　9月12日（土）と13日（日）に岡山市総合文化体
育館、13日に瀬戸町総合運動公園体育館にて、「第
21回岡山北ロータリークラブ旗ミニバスケット
ボール大会」が開催されました。男子18チーム、
女子18チーム（それぞれ市内10チームと県外8チー
ムずつ）の合計36チームが参加し、熱戦が繰り広
げられました。
　地区補助金を活用して岡山北ロータリークラブ
が初めて主催する大会として開催するにあたり、
準備や運営等、さまざまな面で大変お世話になり
ました。おかげをもちまして、無事に大会を終え
ることができ、2日間にわたりご尽力いただきました皆様、そして大会に参加してくださった皆様に、
心より感謝申し上げます。本当にお疲れ様でした。そして、誠にありがとうございました。

青少年奉仕委員会　委員長　滝沢　敬士 会員

滝沢委員長から開会前ミーティング

第21回岡山北RC旗ミニバスケットボール大会

開会式での会長挨拶 開会式

優勝旗返還 選手宣誓



熱戦が繰り広げられました

負けたチームにもMVP表彰を

閉会式 優勝旗授与

優勝・準優勝・三位のチームにメダルを



�
会報委員会：武南浩二、妹尾一人、河口敏浩、佐々木和也、角南真一

■ 会場：岡山市総合文化体育館・瀬戸町総合運動公園体育館
■ 主催：岡山北ロータリークラブ
■ 運営：岡山市ミニバスケットボール連盟
■ 後援：岡山市教育委員会
■ 協賛：株式会社モルテン・株式会社栄光スポーツ

▪大会概要▪

ポリオ啓発運動

表彰チームに
ボールを

男子優勝
 栗林チーム(香川） 女子優勝

 城東台チーム


